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1 研究の目的と方法

2009 (平成21)年3月の学習指導要領改訂で、知的障害者の教育を行う特別支援学校の

高等部に、教科「福祉J(以下、福祉科)が設けられた。その背景には、我が国の高齢化率

の上昇と、それに伴った介護職員の需要増加がある。高齢化率は2013(平成25)年度現在、

25.1%であり、総人口の4人に 1人が高齢者である超高齢社会に入った。 m∞(平成 12)

年度に開始された介護保険制度における要介護者または要支援者と認定された要介護者等

は、 2010(平成 22)年度末で約 506万人となっており、 2001(平成 13)年度末から約 208

万人増加している。介護職員数は2008(平成20)年度の約 55万人から 2012(平成24)年

度の約 149万人へと大幅に増加しているが、さらに、 2015(平成27)年度には約 176万人、

2025 (平成37)年度には約 249万人の介護職員が必要であると推計されている。

高齢化が進展し、介護職員の育成が急務となった今日、知的障害者の特別支援学校高等

部において、社会福祉に関する学習の導入が増加しつつある。福祉関係の学習は従来、家

政科の一部等で取り扱われてきたが、学習指導要領の改訂を受け、福祉関係の学科の新設

が続き、その実践を反映して『キャリアトレーニング事例集W 福祉サーピス編~ (2011) 

が出版される等、福祉科の取り組みが全国的に進展してきでいる。また、高等部(知的障

害)卒業後の職業別就職者数に着目してみると、従来は製造・加工従事者数が全体の約 3

割を占めていたが 2010年度前後からサーピス業従事者数が上回り、その動向を受けて福祉

サーピス業への就労も増加傾向にある。

以上を踏まえ本研究では、全国の特別支援学校(知的障害)高等部における福祉科の実

践動向とその特徴を考察し、さらに今後の福祉科に関する課題を検討することを目的とす

る。

研究の方法としては、まず、福祉科の実践を行っている学校の学校要覧・ホームページ

等の資料を分析対象として、その実践動向と特徴を概括する。次に、福祉科の学習をカリ

キュラムの中心に位置づけている高等特別支援学校5校と特別支援学校1校(計6校)に

着目し、教育目標や福祉科の位置づけ、資格取得への取り組み、進路先の実態等について

検討し、今後の福祉科に関する課題に言及する。

なお、本稿で福祉科の学習とは、福祉科での学習とその他の時聞における学習(作業学

習、実習等)も含む用語として使用する。
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2. 全国の特別支援学校(知的障害)高等部における福祉科の動向

( 1 )福祉科の導入時期

2013 (平成 25)年 12月現在、何らかの形でカリキュラムに福祉科の学習を導入(試行

を含む)している特別支援学校は学校ホームベージ上で確認できるだけで全国に 38校(知

肢併設・私立・専攻科を含む)あり、東日本に多いといえる。その 38校中 26校が高等特

別支援学校(学校名に「高等Jが付かないものは除く)である。この 38校中、福祉科の導

入時期が明確となっている 20校の導入年の推移を整理したものが表 1である。表 1にみる

ように、学習指導要領改訂の 2009(平成21)年以前にも実践校が数校見られるが、本格的

に増加傾向が顕著となるのは、改訂後の 2010(平成 22)年度からである。また、文部科学

省発行の『特別支援教育資料』においても、福祉に関する学科は 2008(平成20)年度まで

は皆無であったが、翌2009年度から登場し、 2012(平成24)年度の『特別支援教育資料』

では 3校に福祉に関する学科が確認できる。

褒 1 福祉科の導入時期

注)HIま平成の略である。

(2)福祉科の指導形態

福祉科を導入している学校は、学科やコースとして、または作業学習や実習前など期間

限定で授業を実施している(重富・膏藤:2013)。筆者らが調査した対象校38校(表3・

4参照)の福祉の指導形態は、表2に示す通りである。なお、指導形態が同様であるもの

は省略した。

裏 2 掴祉科の指導形態の主な例

指導形態 名 称

福祉サーピス科、福祉・流通サービス科、福祉・園芸科

学科(ヨース) 環境・福祉科、憲政技術科(揖客サーピスョース)

高等部職業学科『家政・福祉」

作業学習 介護業務、清掃・福祉、福祉・ OA実務、福祉サービス

各教科や実習 家庭科(介護・保育)、人間福祉、介護ボランティア

福祉関連実習、校内介護実曹、職業科・福祉

福祉科の指導形態の特徴は、①学科やコースとして導入している学校においては、福祉

科に関する学習だけでなく、「家政」や「流通・サーピス」と関連させて指導している場合

が多いこと、②福祉科の指導を行うための特別な学科やコースを設置せずに、作業学習の

時聞を弾力的に活用して指導を行っていること、③各教科や実習の一部として福祉科の学

習内容を取り扱っていること、等である。
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表3 高等特別支揖学技における資格取得・学園内容・学習畑町等の扶混

Mロ 学検名A回臨地置t測す 資精取得 肉 事 掌曹畑咽・年*鱒 出典籍

北議誼A校 作業学酌加欄に『居宅分館従 介憧・事事援助判寄書などの学習を過して、艶聞の体践を豊カ可二し、その意 福祉ゆーピス糊ま3年IIIICT.津署 学校HP

福祉サービス科 事者養成研修講座』を慨蹟 '‘を理解できるようにするとともに、職業自立など社会自立に必要な益礎 作業学習切瀞暢却ま 1年局税掴 10 H24.、酒年度要覧

的・基本的な能カを高臥実蹟tIt.Jt..:::態度を育てる.校柵傾向けのカフェで 時間(年浦町1Il)2、3年功週

Iま、接寄司l臓を行っている。 12時間(各年420時間

2 ~t諸誼B綾 「居割T簡開聞研修@劃』 裾祖限糟でf立、祉会傭祉に関する匁臓を謝こ付ける1M麓lと、畑技術 福祉サービス柑ま3輔 博 開 学校HP

福祉サ』ピス科 と『介笹員養繭刑彦α働』を などを体験的に掌ぶ『演習』、地嶋雄頭劇活捕で行う月帽』を組み合わ H21-25年度要覧

閣情 ぜ亡、単元を構成している.滋群輔陪寝5をe嬬 同酷止サービス緬』

3 北清誼C校 ※資格取得の置費!t.，;:し 京塵科のなかで、調理、清掃、縫工合憧・保育の4分野の作業を行う.介 不明 学校HP

家麿科(介護・保膏 護・保育でl志、合護・保育の現帽を知ることや、実聞こ体験を通して、自分

α雄舗に腸bを持ち、聴聞包駅校進明こあたっての一助となるようロ学習を

進めている.

4 ~t諸誼D綾 ※資格破帽の肥動よし 任潅話鵠副tサ』ピスI~従事している人々宅事腕捕と憶することを通して福祉 2年次のみ学習 学校HP

京庭科領訪顎摺・福掛 の役割やそれらの臨期二興味・臨むを持つことかできる. @曲事躍動

喧贋習を通して、人とのか州叫方や介護を行う障のふさわしい身だしおみ、

言葉づかいなどを習得することカ句きる.

5 U鵬県A校 ※資格取得の証聾Vよし I積圃糊こ働〈意欲の育成』、『コミュニケーション能力の向上』、「ス相1.(1) 2、3年の福祉・サービス班のみ 学校HP

学根設定教科・生産鎌術・福祉 習得』をねらいとした学習. 学習 H25年度要覧

サービス班 問自社チービス鍾』

自 務欄県A枝 ※資格取帽の肥動よし 『福祉』の学固ま、障害者及び寓齢者福幽こついての基輔切理解や餓度の 3年間究開 学校HP

蔵書科・福祉 育成を目指した学習を行う.

7 情玉県A校 料 F ムヘ.JW←2級を取得で 京政録術科には揖寄ゆービスコースと服飾デザインコース2つのコースがあ 3年Il1O芦糟 学校HP

高酎蛸輔4・接響ザーピスコー きるカリキュラムであったカt り、 1年調ま2つのコースの基本を明民、2年次からそれぞれmコース同拍、 。年司健客と凪飾の履修 H24.、25年度要覧

ス・合値グループ 平成24年度入学生より、資格 れて専F酌怠準冒に入る.福祖閣僚の資格取得を目指す生相こ対して1;1.:..外 2、3年埠犠客州酬を選択して 回融サービス嗣

取得を実施していない. 制聞において資格を取得できるように支撮している.潟柵揖6を@照 厩倒防

8 干葉県A校 ※資格取得の配瑚!t.，;:し 抽出ービスコースの苧固ま、福醐摺、娘寄実習@也、複醐習慣冊 福祉サービスコースlま3年間の 学校HP

福祉・涜量サービス科 の3め1，..-芳司拍車て行っている.このめ1，..-::枇1:か月ごとに変伶する. 学習 H23-2S年度要覧

※鮮細は寝7を多嘱 同院止サービス組



自 東京都A枝 ※資格軍調初回蛾なし 骨量、横書朝喝臨Eする畠掛骨・基柑泊晶織と按摘の習得を園り、それら 3年間渇唱 学校HP

臓割=関する教科幅削日 の意義と侵害鼠湾擦を編めるとともに、叶題、擢客等の関趣窃抗期::.o.要な (1年司全員舟糟修 H23-25年度彊覧

能力と実践的な態度を育てる. 2、3年埠希望者句拘宇都

10 柑喋川県A枝 楽賞精取得の副総し 人間醒抽出耳E障を哩輯L..主出掛融lO)掛コりをとりま〈様子に関心査特ち、 3年間阪湾曙冒 司司査HP

部E科・職業醐川晴祖日 高齢者句豊かな生音の手助けをする自覚を持たせる. 日年司職章の轟礎 H24、部年鹿軍覧

2年湖ま週2時眠 3年掬ま週4時欄間酪4る. 2年司全てのコース華麗修 回融サービス轟』

弾事糊同意8を参照 3年埠希望者の向学齢

11 新潟県A校 ※資格暗礁担調噂Ilt..し 1年掬立、ホームへ.JW牛喝仕事，、4涯揮を通して、働(;:との喜び情意義 普通学根〔重量目以外の職業学級 学校HP

膿業実習(作耳目福祉 を実感させ、必要となる基掛q税調且棚包態度在学習するo2年調本 で3年再加均時雪 H23-25年度要覧

老人福祉に関する仕暑叫理由障を湿して、働〈ことの喜びゃ嘱講を実感させ、

3年掬立、仕事め一首官あ晶、酎画・準備・実施・改善砕4監峨耐L在行う

ことを通して、協力して働くこと《崎署び明書麓を実感させ、損害・橿世に

対する墨礎的な虹肱技量邑態度を育てる.

12 新溜黒田技 ※賀精取縄の置葺Ilt..し 職業自立斑で1志 I清掃業務Jr升憧業務'Jr事務義務Jr鞍岡留繍』等の練習 3年間。学習 学校HP

作業学習日T護章勝 をしている.匹役所尽忠清掃や、ヂイサ」ピスセン事ーのベッドメイキング、

記 車いす清掃もしている.

13 新縄県C枝 ※資格圃縄ゆ記載なし I国臨匙踊』では『清楓Jr.升護・リネンJr頭廃・掻客'Jr:林楓工・鹿軍医』 3年間渇唱 学校HP

福職生活日T謹・リネン) E曜銚曹と I醐轍聾Jrt醇副lJli厨・臨』可蝉』咽爵色などを実施.

14 富山県A校 ※資格軍調初回蛾なし 1年刻立、生徒全員が『福祉量破』等の告喪習に取り組み、自ら州Eカキ狙 3年間渇唱 学校HP

作業苧官(福祉関連安富田 性を理解する..2.. 3年掬広梧車田昌富喪習でr;t1t韻輔助偉いす操低ベッ

ドメイキンタ場と、事事作業恒陣且締罰闘の学習をする.

15 富山県日校 ※賀精取得の置葺Ilt..し 福 個 瞳 帽 で1弘事事補助(リネンサーピλ 調理槽拠、升憧補助(ベッド 3年間の学習 学校HP

作業学問祖国瞳冊 メイキンゲ、高齢者とのコミュニケ」ション)に取り組んでいる. (1年司全員泊神験

2、3年再希望者のみ)

16 滋賀県A校 ※賀精取縄の置葺Ilt..し 1年掬志 2年次仰「升信実習』に向けて、担金持祉や人聞の生活に闘する基 3年間。学習 学校HP

告教科・福祉教科 掛惇開を学習し.11雷抑必要な高齢者の輔ちを考える学習02年掬本『ホ H24. 25年度要覧

ームへ.JW←3絹蕗程I養威力リキュラムに相当する院磨の骨憧実習を中心

とした学習'03年調;1:..2年掬=学習した肉容の定着を園るとともに、 1、2

年次の学習をもとにした課題研掬こも取り組む。
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滋賀県日枝 ※資格軍調初回蛾なし

作禦芋菅伽宮島

大阪府A枝 ホームヘ.JIN←2級

福祉・園芸科

鳥取県A枝 ※資格唖謂ゆ記蛾なし

サービスコース頓嬉・骨髄

岡山県A枝 動防T寝員E級蹄橿

唱甲晴樹備抱tコ-A)

福岡県A校 ※資格軍調切記蛾なし

作業学問帽・繍珊

福岡県B校 持F ムヘ.JINキーE級

作事苧冒伸』ピスヨース植樹

昆且島県A枝 ※賀精取得の置葺lt.;:し

作業学宮崎臨t'OA実務コー

スJ

持輔県A怯 ※資格取縄の置葺lt.;:し

聴章科的香世ランティ7)

1年調立、身近な肉容を通し、『升量』という教科に贋株を骨つ、商齢者1こ関

する学習をしてい〈ことで、身近怠人への思，坤りを骨ヲ苧冒d2" 3年掬本

高齢者申時間液化や、骨量仰掠摘につL、て理解する、相手の銅持ちゃ嚇盤

を脅え、適した声かけや樹窓を実践する学習.

1年調本ホーム吋M←3鍋甥程、 2年調主2級課程の学習を行うo3年間

の目;相本合咽脚b構えを学tA.升憧問調榊をもと同島要なコミュニヤ」や

ョユ権力を修得すること、升薗こ闘する畠硯W誠司輩と実践的な欄陸修得

すること、骨剖司車用する用具鼻綱周h法1"曹司二ついてE輝離と技量陸

修得することである.

生産涜通科とサービスビジネス科があり、ザーピスビジネス科のな古河こ、さ

らにピルメンテナンスコース・廿ービスコース住嬉・骨髄・事務オフィス

コース持殖されている.サービスコースでは接客・介舗こついて単s;，

骨骨サービスに関する基礎蝿臓と基み技侃，JA婚をt園り、ひとりひとりに応

じt::!昆践的な畑睦嫡を習得する.講麓と演聞こ重点を置きつつも、一定期

問、週=1日程度‘特骨直属艶人.>1トムや陣盲盲?イサ」ピス等u現回目提冒

を実施している.4土童福祉日 ピスの意麓を体得し、自ら動くことができる

ことを意図している.弾事棚陪審9を歩調

白鴎柵噸未棲客マナー、椙悩胃腸に関する学習、企乗肉作業句輔、

商品のピッキン久洗面

サービスコース・福植斑で1立、外商噌聞と連携し内介鰻講座仰受章壷実施し

ている.司F ム叫Mド2織の費精取得宜目指している.

-相重講誼tに闘する基礎的・基:$tI~a瞳と披舗の膏得を園り、相会福祉

の憲議と役!llJo.涯国揮を環めるとともに、世会福祉に関する職剰こ必要な能力

と 』￥態度を育てるo (1lfI喪富田

-コンビュータ等るA縛輔鱒冒且操作の習得を園り、生育自司佐裏な情報告適切

に活用する基礎的な能力羊強度を育てるo (OA実務実里町

-升薗こ闘する正満え#温持指向調識と按術につL、て学脅する.

-升霊園=ついて倒腺・関b在高ぬ意欲的に実習する.

-ボラン子ィア活動を通して組揚との支精査圃り、畢仕する正満えを育てる.

3年間渇唱 学校HP

(1年同必修 H24.、E年度彊覧

2、3年埠希望者句拘)

3年間渇唱 学校HP

H25年度裏貰

3年開渇唱 学校HP

(1年同必修

2、3年晴希望者由拘)

3年聞の学習(1年昌他のコース 学校HP

も経験2.3年:吊望者制) H24、話年度要覧

1年司世温S時間(年1即時晶11) 回融苧ーピス嗣

2、3年当週9時咽(各年315時

品喧

f岡崎唱C3智抑苧冒 学校HP

H25年盛夏覧

ザーピスコースIま3年聞の学習 H24.、25年座要覧

3年間の学習 学校HP

。年司金コースを履修 H24、笥年度軍覧

2、3年司選択による庫両国

2、3年のみ畢駅で学習。分教室 学校HP

でf;b')雷僻糟を3智桁う HZι2年度要覧
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表4 高等特甥底捜学校以外の学校における資格取得・掌剛容.掌副開閉漕院

No 学検名A回臨地置t測す 資精取得 肉 事 掌曹畑咽・年*鱒 出典籍

25 宮城県A校 ※資格取得の置費ltJ:し 介憧の菖礎を枝肉、特費111阻基色人*"ームで掌冒している。 専攻科で2年摘阪津署 学校HP

福祉・升護コース骨吸科)

26 秋田県A校 1t憧職員初住者研修 環境・福祖酬を暗闘嗣として設置し、福抱版只拘雪において、合価償員初包者 3年Il1O芦糟 学校HP

環境・4副 同 研修の擦程を履修している.高等学校「福祉』の免許状を有する教諭と舛部 れ、 2年功週4時間、 3年埼週6 H22-25年度要覧

聞師、岡崎国服している本根敷員咽薄部主事、養醸敏船カ担当している. 時冊 回融サービス細

1t醤蹴員初直書研伽揖霜醤ま『講義Jr演習」噸摺』のプログラムからなり、

テキストを使用して授業を行っている.※詳細ま表10を移県

27 秋田県B校 プT蝿職員初住者研修 合由蔵員初住者研値目二慣する議電車・演習・実習を行っている.外樹首師と連 2、3年のみ合値織員初任者覗修 学校HP

職業学習コース側曲。 錦した損業を実値している. に取り組む

28 栃木県A校 ※資格取得の配湾Vよし 週こ1醐 滑欄 冊M寝泊L 1、2年のみ学習咽鴬学級1障面 学校HP

帯噴射持『福祉I H25年度要覧

29 栃木県B校 ※資格B絹初凋調Vよし 糊岐揖輯受傷磁岬署島高等醐こおける軽度の姻句帽がある生徒の職業 通常学般の1、2年のみ 学校HP

職業コース・軒明桝『棺也 的自立支援を剖ヒするため、喝開鼎「福祉』の導入に向It、外部の専門窓 通常学搬の3年、 2、3際陸やE H24、25年度要覧

の協力を伺除がら、桔会福祖Hこ関する具嗣悼指蜘容について、研修齢、 検沖台学制調置修なし

よt_q鍋会を実施し、指瞬幅初モヲりレを作成することを目的として、平成

23年度、24年度、県教育委員会からの依頼を受け、高等部1、2年の14名で、

融 Hこ関する学習を行っている.岨*別融回初大学生治相，、すの操作の侵

業を実臆するという取り組みも行っている.

30 栃木県C枝 ※資格取帽の肥動よし 高齢者合慣の学習として『福祉』の優業を行っている. 不明 学校HP

『福祉』の授業の実践

31 群馬県A校伽単一出駒 ※資格取得の置費ltJ:し 車いすの操作やベッドメイキングL滋摺物たたみなど合個二関する補殿様臨 不明 学校HP

サービス総合科(f国型雷・福 肉割こついてα埠曹をする.

布。

32 東京都B校側耐 ※資精取得の証聾Eなし 福値コースでI弘司守一ムへ，JW←2・3級程度の匁職判封抱、関連する接遇マ 3年間。学冒 学校HP

鉱業強術科・福祉コース すー等窃埠習を行っている. 。年司会コースを履修 H25年度要覧

2、3年当選択コースを居眠
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勾 東京都C枝御職 ※貿緒葡構担調苗障なし -祖会福祖国連園陸(A緒豊守る・ QOLの血上・宝盟約匝i(t... 人々 への理解・

職窮こ関する教科・福祉コース 高齢者句健康・病望日

-身嗣檀・事事揖助停イス体験回制・視胴害者叩体験と肯司・蘭令

者体践と由唱由・着替え・シーツ調書目

-棲客白幡へのコーヒーや日本茶肘ーピス、ホスピ事リティ・マイン防

-教材枠り翼演‘おもちゃの販売@揺詰t手作りおもちゃの製作・手作りおも

ちゃを使った 111助団舟吐J) 

34 東京都D枝侮駒 ※資格唖謂切記蛾なし -福祉盤最有1言明レでの1t護、揖藩に関連する仕事につL、て掌主主

膿葉学科 I軍政・4副U -金書のE譜や嘱室滑鳳ベッドメイキンタ等に関する虹臥技指及び実践

眠鵡臆を~

-食事伺噂や居室清掃の記録縛骨ヂ-~管理をパツコンで行い制旬、情

報処理の基本酎席調蔵・技締を習得する.

-お客欄=対する挨拶や慢し方などのおもてなし白bと技術について掌込

35 富山県C枝 ※資輸葡柄拘措置障なし 将来の職集約」世会的自立のため基礎・基本的な事柄を身に付けるT劫の学

作業学習・福祉捗ーピス班 習として『ワークトレーニン引を行っている.

その→世である「福祉サービス班Iで1志お茶出し緑町r，;:どを行っている.

指 京都膏A枝舗謂由温遺骨 ※貿緒取得の配葺lt..L. 出品集科の『福甑観的宮島』におL、て、ケアサービスやコミュニヤ」シ

生活産業科・1専F曹鱒ト福祉 ヨン切取り方などの基本謝肉謹援を学習する.老人見守ーム等で帽瞬間を

実施。

37 山口県A枝 ※資格唖謂ゆ記蛾なし 高等部産業科4湖闘頃醐弘 1年生で木工、鹿呆ピJレメンテナンスを行う.

産業科・職業実践・由慢福祉 2.3年生でi本情報実務とピJレメンテナンスが晶り、選択で木工と庫県介

謹福祉をしている.升雷帽祉でI志高齢者施設で仕事ができることを目欄こ

し、枝肉でIま寓齢者の特徴などE坤唱を行っている.実際同町齢者施部肥満

掃牧産事の下躍などの作業を体験する実樹跡捜集を行っている.

お 徳島県A枝帽郵軒樹富田 ※資格軍調切記蛾なし 『彊祉サービス』で1;1;..祖会椙祉の基調こついて学lJ..椙紬笛欝害での仕事

校内宵寝実冒 僧郁t洗濯、ベットメイウなど)について実置し、必要な能力と態度の育

成を目指している.

忠義3、4ともに出典等のHPIおトムページ、 Hは平成要覧出学校裏取略である。

1年掬ま全員カ胃酪 学校HP

2年次よりコース掴lの学習 H24. 25年庫裏覧

1年掬ま全員車稲田島 学校HP

2年次より希望者由み履修

不明 学校HP

生活産業科は3年間の学習 学校HP

H24.笥年庫裏覧

2、3年の希望者句み 学校HP

不明 学校HP



(3)資格取得・学習肉容・学習期間等

学校のカリキュラム上で習得できる資格や福祉科の詳しい学習内容、学習の期間等は、

表3・4に示す通りである。

資格取得の特徴は、①「介護職員初任者研修(旧ホームヘルパー 2級)J に取り組む場

合が多いこと (No.2， 18， 20， 22， 26， 27)、②「居宅介護従事者養成研修講座」を開講してい

る学校もあること (No.1，2)、③学校で取得できない場合でも、資格取得を目指す生徒に対

しては、外部機関において資格を取得できるように支援している学校もあること (No.7)

である。

学習内容の特徴は、①資格取得や介護技術の習得に重点を置いていること (No.1， 20， 26 

他 11校)、②接客やコミュニケーションの学習も同時に行っていること (No.7， 8， 10， 19他

11校)、③従来、カリキュラムに位置づけられていた家政やリネン、清掃に関する学習と

福祉科を関連付けて指導していること (No.3， 13， 21他 6校)、④社会福祉に関する知識を

深めることに重点を置いていること (No.4，6，28)である。①のような学校は、演習や実習、

講義を通して介護技術の習得を図るため、カリキュラムに占める福祉科の学習時聞が週に

5~12 時聞と多い。一方、④のような学校は、福祉科の学習期聞が 1 年間であったり、学

習時聞が週に 1時間程度と比較的少ない。また、②のような学校の中には、学校に併設す

る喫茶唐等を活用している場合もある (No.1， 2， 7， 8， 26， 27)。

学習期間等の特徴は、①資格取得を目指す学校のほとんどが、学習期聞が 3年間であるこ

と (No.1， 2，18他 3校)、②1年次は福祉科以外の学習も経験させることで生徒に自らの特

性に気付かせ、それを踏まえて 2年次に専攻するコースを選択させること (No.9， 10， 20他

8校)、等である。

3. 主な福祉科実践の概要とその特徴

主要 6校の福祉科実践の概要をまとめたものが、表 5~表 10 である。同表は福祉科の

学習をカリキュラムの中心に位置づけている 6校(高等特別支援学校5校と特別支援学校

1校)の教育目標や福祉科の位置づけ、学習内容・資格取得への取り組み、進路先の実態

や実践上の諸課題等を整理したものである。以下、その特徴を検討していく。

( 1 )学習肉容等

まず、学習内容の主な特徴は、①資格取得や介護技術の習得に重点を置いている場合(北

海道B校・表5、岡山A校・表9、秋田A校・表 10)、②接客やコミュニケーションの学

習に重点を置いている場合(埼玉A校・表6、千葉A校・表7、神奈川A校・表 8)の二

つに大別できる。しかし、①に該当する学校においても、コミュニケーションの学習等は

重視されている。北海道B校では、利用者・職員との円滑なコミュニケーシヨン能力の伸

長を目指しており、岡山A校では、 1年次に利用者とのコミュニケーションの取り方の学

習を行っている。また、秋田A校では、自分の思いや考えを相手に伝えたりする力を培う

ことを高等部の目標の一部に掲げている。これら 3校には、実習または就労先の高齢者施

設で、安心・安全な介護を行う際に利用者・利用者の家族・職員等とのコミュニケーショ
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表5 ~鴎誼B枝(痩3のNo.2) の福祉科実腸の概要

【1明始1~晦道B怯 I [2闘蝉】平成21年 I [3融醐輔繍圏平成21年

[4学校の教育目:欄縛】

得制羽田tIJ

介護・家事掘助ヰ暢書などの学習を通して、劃閣の体験を豊かにし、その意蓮華理解させるとともに、聴集自立など社会自立に必

要な基礎的・基本的な能力を高め、実揖釣な態度を育てる.

[5.位置づけ】福祉サービス科

[6規闇福祉サービス科 (1年生)16人 (2年呈j16人 何年出 14人 (全掛 1国名

【7資格について】「居萄漕従事者研修(38)Jと「升置員養成研修(2輔自』の研修を匝蕗

[8学習肉容噌日

(1年生l福祉の学習や升値の仕朝こ興味関心を持ち、相手の立場になって考えることやコミュニケーションの大切さを理解オる.

(2年生)r安全、動仏安楽』を意識した1)雷按繍と、そのために必要なコミュニケーションのカをつけ、個々の1日開書に告わ

せた叶値陶大切さを車揮する.

(3年生]事席者のより臨も習こ向けて、自立を支援する升咽匝繍と利用者への共感的な理綱こ立ったコミュニヤ」ションの力

をつけ、心身の状態芋様々な状況に応じた升曹担渓践的な態度を身に付ける.

骨融t宇一ぜ足利4曙副司

福祉サービス科で出回同学習申副齢者への州島幸通して、相手の立場に立って考え、行動する力(自己理解・他者理鍋と、利

用者・職員との円滑なコミュニヶーションの力を伸ばしたいと考えている.

倒防宇宙でI本怯書幅祉に関する知識を身に付ける I昔懐』と、升雷技繍などを体掛告に掌ぷ『演習』、地域m施設等の現場で

行う『実習』を組み合わせて、単元在構成している.また、平成包年度に「居宅骨髄維章者研修(3a酷』と「由慢員養成軍略(2

輔副」の研修査院闘い作業学習の中で展開している.資格取得という具体的な目標を持つことによって、生徒が目的意識をより

強〈持ち、自己有用感を高めること古守できると考えている.知棚轄のある生徒の学習糊宝を考慮し、調礎鏑県で定められている

養成研修の力リキュラムを再構成して単元化し、宇宙計画を作成している.授業づくりでl本「体損ゆら単ぷ』学習ス事イルを重

視している.

骨融t宇-t!~:科羽成曙J

福祉サービス科で中心的に取り組んでいる福祉と接客の学習I本『自己理解・他書理解Jrコミュニウ」ション』の力を育むうえで

梧標的な成果を上げている.

学校に併設している喫茶眉で流すBGMを選んでいる際に、調桁の音農を選んでいた生徒たちが、 2年次になると『お客揃こよ

つては古L噛の方古溝ち着〈のではないか』というように、お客様回線で判断できるようになったということがあった.また、接

客の学習でl志想静岡出来事や唱な質問に対宿する力も求められる祇接客の練習旋回、されて、ゴT雷場面でもマニュ7)1極り

のコミュニケーションではな〈、自分の園藁c，車なコミュニケ」ション古守できるようになった生徒も多い.

高齢者施置での体験実習では自己有用感を寓めることができる学習を行うことができると考える.学習した虹職や技術を帯四者

ために生かすこと由旬きるため、学習の意味づけがし噌Yすし'11.朋書からの『ありがとう』という言葉から直草到に自己有用感を

感じることができる.

f開酉について}

福祉や懐客の学習を客寄的に評価すること陪難しいが、学習由旬自こ立っていると生徒由喧彊Eできるような丁寧な割勘包要である

と考える.また、生徒たち協同M凋唱を通して自己と向き合~\.自己の良計事橿に気付曹、審有制・具鉢的に間町する力I忠

臓提生活においても自分らし〈、向上心を持って生きる力につながる.

領剖跡、らの声を指猫=生かしたL唖融Il

「気配り、気遣し¥観察力』、『思いやり、置しさ』、『コミュニヤ』ショシ能力、他人の話を聴昔、察する力』、「自分の短所畏所在

理解すること、短所在乗り越える力」、「先輩の仕事豊田で盗み、自分との遣いを知ること』

[9時創 (1年)週9時間(年315時冊 句、 3年)週13時間(告年455時冊

米作業学習の中で『福祉lと『接客」豊中心とした学習を行っているため、上肥1;10作業学習の時教である.

【10.温帯方剖彊置離方に関する検査、作期闘に関する検査、生徒直接

【11唯事典間信調曜抱白平成お年=>5/14人←般競濁者中)、平成24年=>6/13人(】般就労者中)
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表6 埼玉県A枝(褒3のNo.7)の福祉科実腸の概要

【1掌棋名】埼玉A校 I [2闘蝉】 平成19年 I[3融醐輔繍圏平成21年時学年珊制になる

[4学校の教育目:欄縛】

得載の敏宵目tIJ

個々の生徒の能力芋相生を踏まえ、社会生活・聴集生活同島要邸調融・技能・態度を養うとともに、「生きる却をはぐくみ、社

舎の一員としての自覚を持ち、ゆとりある充実した息苦を樹、る刈嗣育成を図る.

[5.位置づけ】司帥扶街科Z9接客層 ピスコス(旧融tコス)と服飾宇ザインコスに分かれる

[6規副審敬技t術科(1年生)20人 (2年生)20人 (3年呈o20人 住場回 234名

【7 資格について】司Fムへ.JW~-2級を耳鳴できるカリキュフムで晶ったが、平成24年度入学生より、資格取得を実施してい

ない.福祖聞係の資格取得を目指す生徒に対してl忠岡告闘鱒謂において取得できるように支援している.

[8学冒肉審制

{接客サ」ピスコースの概要3

京政設備制こl調書客サービスコースと服飾デザインコース2つのコースがあり、 1年掬孟Zつのコースの基本を学び'.2年次から

それぞれmコースに分古市て専r'Ylllな学習に入る.
1年次から掴闘弘洗濯、揖理などの基本的な審事技術切習得を目指し技術や知識を学ぶ.福祉コースとして学んでいた介醸m知識

f高齢者や障害者の疑似体職や車精子の扱U、ベッドメイキングなど)についても引き続き学習し2年次からの接客サービスの学

習へとつなげている.喫茶庖を併設して曽業L接客按鯖やマナーを学んでいる. また、地蟻の民揖ゲJLrープとの交流や高齢者栢

祖蝿o:.へのボランティア活動にも取り組んでいる.色官接捕の菅得に闘してl本全国高等学校家庭科食物検定4級を基準としてい

る.平成24年度λ学生から、擦寄抄ーピスコースとしながらも、升雷周辺業務の苧習も重視している.資格取得を目指す生徒に

対してl本外部梅田において資格を取得できるように支援している.

{旧福祉コースについて)

コースの目的 3年生までに蹴捌こ必要な力、態度、心構えを身1こ付けること.柑こ対人関係において必要とされるコミュニケー

ション能力を高め、相手の立場に立って仕事ができる生徒の育成を目指している.

学習肉容福祉の仕事の基礎を掌ぶため福祉施設の見学や幅祉施設の体験学習、地場伽ttランティ7活動に取り組んでいた.福祉

コースと服飾デザインコースに分かれた後、福祉コースを選択した生徒をさらに.訪問升憧員2級の資格取得のための~JLr-プと、

資格取得を希望しない生徒のための叶糧周辺業績を中心とした掻書可ーピスのめLrーヨこ分也事て学習を行っていたo 1年次肱全

園高等学校家庭科食棚開封骨髄4級の舗を生徒全員が目指しており、訪問畑員資格取得のための学習は希望する生徒のみ

がZ、3年次で行っていた.

信 飴4 ピスコースへの変更とl回副tコースで生じていた標E

平成5年度2年生からコース唱を『接客サ』ビスコース』に変更.資格取得の車摘ま現2年生刷機となり、喫茶サ」ピス怯介

鹿周辺嘉樹こもつながる草署院磨備部鼠競霜L調理‘コミュニケーシヨン)であるという理由から接寄サービス中，削こ切り替え

た.

椙祉コースで生じていた課掴弘司潰格取得に向けての学習を耳目時間以上(ー般的には1却時間)の履修時間相画しているた

め、専F爾桝の捜案内容地明咽仲心となり、一般企業で蹴諸を希望する生徒、の対応ができないこと、@精粗施設で働〈となると

へJレパ:-2級の資格を求められる事が書くなったが、取得して働〈場合、職務上の責任も重心実聞こ職務壷甜Tすることも難し

し卒業生の中に岡田齢者も出てきたこと、@潰絡をE鳴できてもへJW~-として働〈こと由灘L..~暢剖効相与えてきたこと、@潰

格を取得していなくとも.叶画調辺業務ということで樹脂できるケースがあること、喧潰格取得希望者抑制模実習紘一姻企業へ

蹴拐を希望するケ』ス、初めから資格取得を希望しないケ』久市唱えてきたこと、喧別告関陣町を見つけることtJq睡しいこと、など

である.

[9.時制遣に豪政と福祉を畠わ世て15.6単位 (1単位時間国分)

【10.還者方湖学力検査信踊・数字)、運動能力機査、作舗閥横査、面接

【11遁路実態】 医療・福祖原の蹴晴晴1本車業科初の卒業生である平成21年度から現れ摘めた.

信細書轍に占める園・椙祉の捕者)

平成19年から24年司11/304人制縮数時り卒業生全体ではない)、平成21年司4/56入、平成2年司2/71人、平成お年

司2/69入、平成24年=>3/1弱人
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表7 千葉県A枝(褒3のNo.8)の福祉科実腸の概要

【1掌棋名】千葉A校 I [2闘蝉】平成時 I [3融醐輔繍圏平成盟年

[4学校の教育目:欄縛】

唖掴肱Dねらい}

「もの作り」を中心とした専F噛鮒の学習を通して、高L唱栂障を保ってきたが、産業構造の変化を受けて、第三次産業への蹴甥

の膏拾が商〈なってきた.時代の涜刺こ合わせた専F惇輔の設置主唱重要であると考え、福祉・涜通サ」ピス科在新設した.

何時初湖摘目tIl

一人一人の陣害の状態怖肋・特性に応じ、社会自立・職業自立に必要な基礎・基本の定着劃図るとともに生きるカを育成し、個

性官鳴く教育を推進する.

[5.位置づけ】福祉・盟理サービス科伺押鳴鏑時)司椙祉サ』ビスコースと罰百Eサ」ビスコースに分也事る

[6規副福祉サービスコース (1年生)16人 (2年生)16人 (3年生)15人 (全勝耳E名

[7資格について】資格取得の記載なし

[8学習肉審制

得門教科について)

各コースにおける実習 t農業、直書、木工葉集、成型、鍵組、手芸、調樋サービス、福祉サービス)を中心として指導を展開し

ている.生産計画から販売に至るまでを学習活動として噛牒自畳に必要な働〈意義の理解と実践的態度の育成基礎的・基本前な

嫡 t技能の膏得およE眉昔をめざすことに倒防重点を置いている.

{福祉・涜遍ザ~t:^:輔の目栂

-社会幅祉や流量サーピスについての興味関心を高め、意欲師こ実習に取り組むことで働く喜びとその大切さを知る。

-祖会娼祉や琉週サービスに関する基礎的・基本的な虹識と技術切習得を図る活動を通して、社会自立・職業自立につながる働〈

意欲と態度を育てる.

-製作活動や唖~サ」ピスなどの活動豊通して、相会申人との聞で仕事をする力垂直め、コミュニケ』ション能力の向上告園る.

偶蹄tサーピスコースの目冊

復調島何事にも自ら進んで意綱引こ取り組もうとする態度の育成を図る、(あいさつ)職業自立・担金自由こ向l村過酷ト基

本的な虹臓と技量腕習得在国り、社会生活に必要な能力と実践的な温度を育てる、(心づかL、)製造や販売.技術習得への学習を

通してコミュニウ」ション掠締・能力の向上を図る.

{コース鍵蜘具体鵬首国

-生徒の目棟、適性、能力を把握し、自ら古池抱蜘待てる活動措定し、実設する.

-食品製造や基礎升護費習、喫茶サービスを通して社会自立・職業自立に必要な蕃礎・基本の定着を園る.

-学級担任、保題賓との連携を密にし、専門実冒で待先技能州防在学校生活、日常生活に役立て定着を園る.

-日々 の旺重量と阿面豊太切にL、生徒四陣題掌握、指導酎画等の貝直しに役立てる.

侍唱肉書〕

福祉サービスコースの学習は江車融実習、喧瀧藩実習@組自由、喧灘署実習伺朗自の3グ")Ir-:内こ分噛叶Lて行っている.このゲ

)L戸プは1か月ごとに変代するo<I車副団摺切端会融t-¥'>1)霊についての学習及び実践を、ホーム叫w{-3級用の子キストや

プリントを使って学習している.実践でl本洗忠告オルたたみ、ベッドメイキング、車いすの操作、調腕細見など基礎的な介

鹿技鮪切膏得を目指している.喧瀦靖要酒唖脂量白パン作りを行っているo~雄藩実習傭醇事)でI主、学校に併設している嘆孫眉

で、接客の実習を行っている.技雌揚散入金倶茶サービスの接客方法華畢議とし、よりよい接寄サービスの方法華考えながら学習

を進めてUる。レジにおける金銭のやりとり、トイレやフロアー明端も学習として行っている.

骨副tサービスコースの標題}

任凋人関係と労働意欲m減退を理由1:::離職してしまう卒栗生への対広喧漕撲での達成層在高め、対人関係の力学構措置を高めるこ

と、喧湯量D姿から自分なりの夢を持たせること、制民紛実習先など、同部との連携も強it入などである.

[9時制週こ11-15時間、各コースで専門実習に取り組んでいる.

【10.温帯方創作割防検査、学力検査(国世数量岳、運動能力検査、直轄

【11道路実態3

{保健医壇・社会慣祉伺職蝶}平成11年から平成24年(学校全体)司司自:/667人‘平成24年=>12/1白人

{骨量補助)平成24年(福祉サーピスコース1期生〕司3人/15人
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表B 神奈川県A核(褒3のNo.l0)の福祉科実践の概要

【1蜘 】欄IIA怯 I [2闘蝉】平成19年 I [3融醐酬沼田平成20年棚2年目から地開欄

[4学校の教育目:欄縛】

唖掴肱別事らい}世会幅祉の意麓を理解し、祉会幅祖切まわりをとりまく様子に関心を持ち、高齢者切豊かな生活の手助けをする

自覚を持たせる.

(λ周福祉コースの園初基本的な升曹の按縮、ベッドメーキンゲをはじめとするリネシ関係・対人関側こ関するカの育成.

[5.位置づけ】普通科・教科職業仏醐蹴コース)3年次よりコース分け

[6規副普通科(1年生)47人 (2年生)48人 (3年生J布人

【7資格について】 資格酬咽記載なし

[8学習肉容噌日

(1年生l職藁基礎として、労働，、の哩肱祉会人としてのマナ一、喪習の準備、健康管理の学習を行う。

(2年生)2年次l本金てのコースを経験する.目:聞広『禅討割上!こ関する基礎的・基朝協知識と按摘を総合的、体掛位置

得l-.実蹴休態度を育てる.Jである.

(3年生)3年次t本コースに分古市て学習する.目樹立、「相会福祉の意麓を理解し、社会福祉のまわりをとりま〈様子に闘

心豊持ち、高齢者切豊舟常生活の手助けをする自覧を持たせる.Jである.

(人間福祉コースの寝聖目

介護技術をマス聖ーすることと巨時に、どの膚撲でも必要な対人関係スキJIA7)向上在学習の中心としている。生徒の特轍として、

対人関側こ標置があり、コミュニケ』ションをとることを司唱持とする生徒が書いこと量管げられる.そ叩ため同軍業では二人一

組になり、ベッドメーキシゲでは同じス事ツフ、同僚として、輔胡町田防学習ではス事ッコと"'1II靖句立場としていかに適切な言

葉づかいでコミュニ守』やヨンをとるのかということを、学習の重要な柱と捉えている.校内で霞定されている4つの職黛コース

の中でl立、きわめて対人関係の学習を重視しており、その意味では悼扮作業コースと国直ったコースであるといえる.

自主健m自己評価)

実路の11憧業務では健庫状態や量事、榔世の様子を事肝靖ごとに記入しi記録を引き継ぐこと由槌煽であり、在学中の現場虞習で

もさまざまな回量瑚Eめられるため、日割こ授業内容のまとめや撮り返りを書くことを重視している

骨融M坤曙10)成果J

2年生で福祉の学習凶島修だが、普通科であるため、福祉・介護分野への樹首を最初から希望しなL、生徒も多数在韓する.その

ため、教科の申b目樹立畠晴1"1書福祉科例制こ畑腔嫡の習得とlませず、どの職業に凱拐するためにも必要である対人関係の育成

や、チームで作業することを重視している.コミュニウ」ションを普手としたり、具体的怠章蒲肉容由市芭型化されない幅舗重はどち

らかというと不得手とする生徒が書い.11醐明書I却団指と商議すること由坤，1)'で、臨櫛応変に動かT';:肘1.I;fならないことが書

いため、生働時臨の学習を難しいと感じることもある.しかし、福祉の学習で個人差はあるものの、相手の碩を見て話すことや、

話すスピードを衰えてい〈などの対人コミュニケーショシの力は1年間で向上が見られる.

信担割樽との勘り}

福祉・升宮島占曹司現場虞習では直接の升司師団贋だけでな〈、パッウヤードの葉掘を中心にしている.コミュニケ」ションに課題

があり、実瞭の就労人撤I主事〈なし蹴賞したとしても仕事の中心ば直措升憧よりも間接業靖由坤，1)'である.

明副剛贈蜘隈E

他の種頴のコースの学習にもカをλれているため、それぞれの学習に時間が+分に取れず、福祉ではλ浴叶働、樹世升働までの

学習を行うこと由守できな~\.また.λ治升即席どの本格的怠学習を行うためには大掛かりな設備由百凋Eであり、時欄撤キ端唄撤に

問題があり、摂集への導入市灘l-~暢見にある.しかし、実習先で学曹切機会はある.

平成却年度に1年生から福祉の学習を行ったことがあった由t入学してすぐの生徒が畢〈の種類の作業学習をすることは臣灘

であるとし、う理由から、平成 21年度入学生より、 Z年生からの学習とした。普通科であるた拍に、職襲教科を専任とする実習指

導員がいないため、現掃で豊富部経験豊持つ外面珊断に揮に10固ほど来校在依頼している.

不況の髭響を受け、製造関連の就労由榊凶苗んでいるな臥高耐回進制杭1;:-置の求人が見込める升量分野の学習を中心と

した福祉コースl本今後期待される職業であると考える.

[9.時創 (2年)週2時間・全員必修 (3年)週4時間・希望者のみ

【10.温帯方剖連盟摘鵬・集団行動、融無検量 集団薗擁・学習検査、生徒個別面棲

【11遵調韻暗闘(1)・.11蝿・保積目平成却年=珂/加入、平成田年時崎/輔人、平膚2年噌/帽人‘平成n年=時/偶人‘平成田年噌i47人
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表9 岡山県A枝(褒3のNo.20)の棺祉科実腸の概要

【1掌棋名】岡山A校 I [2闘蝉】平成21年 I [3融醐輔繍圏平成21年

[4学校の教育目:欄縛】

得載の敏宵目tIJ

蹴甥による社会自立に必要となる実践酌な知職、櫛版.m践を身に付け、社会に貢献し、自らの未来を切りひらくカと豊晶、な人

間性の育成を目指す.

[5.位置づけ】専門コース得世コース) 1年次I本ものづ〈り、涜遁サービス、食品、福祖J:O)コースに分由申草署

[6規副 (1年生)40人 (2年生J相人 (3年生J相人 (全掛 120名

【7資格について】肋間骨盤員Z級餌程の取得

[8学習肉容噌日

(1年生l

〈目標〉 1)雷仰仕事についての興味関心を高め、助吋合って生活することの大切さや人のカになる喜びを知る.

〈学習内容〉掃除の仕方、洗濯、ベッドメイキング、利用者とのコミュニケ』ションの取り方、ボディメカニズム車いすに闘す

る拒踊前開湖毎習を行っている.訪置醸酒に2日間行く.

(2年生l

〈目標〉 介聾サービスの提供者として基本的な姿掛を身につけ、事周者在理解L、総合的な揖助をするために幅広い婦瞳と技

衡を身につける.

〈学習肉容>1年生で学習した肉容をより詳しく、具体的に講義と演習を通して学習している.確昆考査や寵定鼠験も実施してい

るo3学期にl本 動 防T慢員E繰養成実習として、 E十5日聞の実習を実施している.エピデンス民基づいた叶曹を行うために、自

分自身の心身の状態や生活体職、視貰揚耐の提示などによって興味関心付けを行い、そ匂うえで、升雷技術切学習を展開している.

(倒、口腔ケア制帽における、子対一帽嗣蜘積歯を使ったより実践的な演習)

(3年生l

〈目標〉 升量サービスに関する基礎知識と基本技締切定着を園り、ひとりひとりに応じ担実践的な升雷技術を習得する.

〈学習肉容>2年生に引き続き、講種と演習に重点在置きつつも、一定擁鳳週に1日程度、特別養護老人ホーム悼陣痛?イ

サービス等で現場実習を実施している.社会福祉サービスの意蓮華体得し、自ら動〈ことを意図している.

OHJ、りやす川劃蜘ための工掲

ホームへ.M{-2l11!の子キスト同主主街ことって文章泊寝〈、専門用語も書いため、理解fJq睦L...L'o子キストに基づいてワーヲシー

トやパワ~.(シトを作成し、分かりゃすくテキストの内容を伝える工去をしている.

{ホーム吋レパ→ごついて}

村守ームへM{-2級I主、費働へJレパーとしての役割を担うことが求められる拭生桂カ租別訪問をしながら、へ.M←→車務を単独

で行うことは園陸であること由句想できる.しかし、施股俸において1)曹鳳働移忙な場合に、ベ7として柑鋤に入ること由句曹

るならI式市ームへJレパ-2級としての知識や技術由慢に立つはずである.

伯蹴との遭遇曲

地域の病院で実習を行った際、実習肉容として生街こ何純醐なのかについて、実習指導者と話し合同出ら実習を進めた.学校

と現場カ申訳Fつ〈ことにより、現場での障害に対する理解晶明Eまった.

[9時剣 (1年)約週5時欄(年1邸即品) 句、 3年)週9即畠(各年315時冊

【10.遺書方湖検査個語・敏明、作鋪闘機査、直轄

【11進路実態】

{介園E

平成23年=>3/37人体裳生全備

平成24年坤4/38人偉業生金制同
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表10枚目県A核(裏3のNo.26)の福祉科実践の概要

【1掌棋名】枚目A校 I [2.鵬】酬1年 I [3融醐輔繍圏平成盟年

[4学校の教育目:欄縛】

得載の敏宵目tIJ

掛車問ーのある児童生徒一人一人の教育的ニー苅こ応じた適切な教育を推進し、将来の社会書加と自立する力を育成する.

{高等部の園初

d瀧康口乞冒する力と最後まで根気強くやり遂げる力を培は働〈体力在高める、②主体的に考えて単蹄したり、自分の思いや考

えを拒博に伝えたりする力量培う、喧温いのよさを臨め合以協力しながら取り組制騒を培弘

[5位置づIす】環境・福祖国司舗棒嗣樋科とは別に職鍵科として殴即時職集コースと福祉コースに分古車る

[6規副環境・福祉科(1年生J8人 (2年生J7人 (3年生J8人 情寄郁，J121人

[7資格について】ホームヘ，)W←2級

[8学習肉容噌日

倒防・椙櫨科の語圏目

生徒の能力や圃Z等に応じて教育課程の一部を I晴諜コース』と『福祉コース』のZコースによる学習を進め、高等膏卒業後.生

徒全員の..... 賠お習を目指している.福祖~冒において、介醸職員初任者曹晦の間曜を層修している.高等学校時酷白の免酌状

を有する教誼とタト儒楠愉憧幅祉士、医師、作業療法也、講師登録している本校教員領暗咽注事、養護教詣)由担当してい

る.升韻職員初任者研穆の標掴ま I商議Jr演習』母謂」のプロゲラムからなり、テキストを使用Lて捜集を行っている.難しい

肉容も書く、ストレスを抱える生徒もいる.心理到なケ7 鋤ましたり、守すべてt油、らなくてもよいことを伝えたりしている)

を行うとともに、予習や頓酒、補習を取り入れている.また、生徒たち由唄体的に叶護国Dイメージを持つことができるように、植

祖国国初見学やレウリエーション体験豊行っている.例制簡も生徒の実態に応じた鵬を工去し、ロールプレイを行い、パワー

ポイシトで視描告にオ油、りやすく説明している.

1年次で升憧廠員初任者司悔の課程の贋僻こ取り組み、施設での喪膏像、升憧職を希望する生相こは2.3年次で実践力を高める

ことができるよう、福車協学習を継続して行弘福祉の学習において、ベッドメーキシグ臨調昆ビジネスホテルなど升唖蹴以外

の雇凋に結びつくと考えており、さらに高齢者の叶制限渇唱は温農艦設やレストランなどの升司闘鳴を必要とする事業所への雇用

にも結びつくと考えている.

学習肉容には『胃曙の理解』や I支援制度』が晶り、障害のある生徒たちが『障害』という冒葉と向き合い、その特徴在学習し、

自分たちを支えている申肱を知ることになる.このように福祉について掌ぶことl本自分自身や自らの畠習を学混という特徴があ

仏障害や茸援ft;I肢について肯定的な理解を困っていくことにつながる.

骨副HJ3年 間 嘩

目標祖会福祉に関する基礎的・基本的な虹蟻と按繍の習得を園仏社会椙祉の意義と投書阿羽田味を薄めるとともに、怯書福祉に

闘する職指こ必要な能力と実践的な態度を育てる.

骨闘~I1 J 2、3年次実施

目標怯書福祉に関する基樹ト基本的な事蹟と技締を総合的、体制位置得させ、社会福祉の理念と意義を理解させるとともに、

福祉企括討'/)-員として生活上の問題に闘心を持ち日々の生活のなかでどのようI坊主畠福祉特樹罰動唱躍しているかを学ふ

。降格取鮒こついて}

講義でIおhーム")レバー2級課程のテキストを''''1用している由tテキストをそのまま事潤しての慢乗でI本生徒カ領株や関心をも

つこと古惜しい.鹿止となった司Fムへ)W←3級課題の知附寧害者用のテキストのように、院磨や教材の工実槻壊である.

〈成果と毘E

受講した生徒全員b智明陪取得できたわけではない.枝肉に『終了認定委員会』を設置して、+升な検討を行った後で資格密定を

行っている.取得できなかった生絹こついては、これまでの取り組みを毘ぬ、目棋の達成状況を評価することも必要である。資格

取縛の取り組みl本棚剛齢碑ぷ効果的立手段の一つであり、倒防学習=トム叫レパー2級の学習隅ではないa

[9時敏】 (1年)週4時間 (2年}週2醐・醜ヨ-A/週4時間・柚tョース (3明週2臨欄・輔畢ヨ-A/週6囲網・福祉ヨース

【10.還者方湖環揖・福祉科再学力検査(国語リスニングを吉む、融持句、運動・作舗閥横査、面接閣鮭、保盛者)

普通科=>集団参加力検査、面接@撞館主保謹書)※昔遇制d激育障担で出福祉科の取り扱い1;I:t.よい.

【11唯事奥州 ω薗輯 3/10人(平成24年度の卒業生お人中 10人許唱賜樹)
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ンが重要であることが背景にあるといえる。同様に、②に該当する学校においても、介護

技術の学習等が重視されている。埼玉A校では、旧福祉コースで生徒が学んでいた介護の

知識も学習内容に組み込んでおり、千葉A校でも、福祉実習において、介護についての学

習及び実技を実施している。また、神奈川A校では、基本的な介護技術の育成を人間福祉

コースの目標の一部に掲げている。これら 3校には、介護技術の演習を通して、コミュニ

ケーション能力の育成を図るというねらいが背景にあるといえる。

次に、学習内容の工夫の特徴では、①学習にロールプレイや視覚教材、体験から学ぶこ

とを重視していること(全6校)、②生徒がより理解しやすいように、既存のテキストの内

容やカリキュラムを再構成していること(北海道B校、埼玉A校、岡山A校、秋田A校)、

③実習先の職員や専門的な知識を有する外部講師を活用していること(神奈川A校、秋田

A校)、等があげられる。①について、体験から学ぶために北海道B校、埼玉A校、千葉A

校、秋田A校では学校に喫茶庖を併設し、生徒以外(教員等)を対象に接客の練習を行っ

ている。また、神奈川A校で実施しているロールプレイは、同僚または利用者の立場に生

徒自身が立つことで、他者理解のカを育成している。これらは、就労後、さまざまな利用

者とコミュニケーションを取るうえで、重要な学習であるといえる。②について、北海道

B校では、都道府県で定められている資格取得に関するカリキュラムを生徒の学習特性を

考慮して再編成し指導を行い、岡山A校では、テキストに基づいてワークシートやパワー

ポイント等による資料を作成している。通常のテキストの内容やカリキュラムでは、学習

の難易度が上がるため、このような工夫を必要としている。さらに、埼玉A校では過去に、

資格取得に向けての学習の時間を一般的な時間より多く設定する工夫もみられた。福祉科

の教育現場では、旧ホームへノレバー 3級課程の知的障害者用のテキストのように、生徒の

実態に応じた教材開発が求められているといえる。③について、秋田A校では、福祉科の

免許状を有する教員と、より専門的な知識を有する介護福祉士や医師等が協力して指導を

行っているが、神奈川A校は普通科学校のため、職業教科を専任とする実習指導員が不在

で、外部講師を活用している。学校に福祉科の免許状を有する教員や介護福祉士等の福祉

に関する専門資格を有する人材の確保が課題といえる。

(2)資格取得への取り組み

カリキュラム上で資格取得が可能である学校は、北海道B校、岡山A校、秋田A校であ

り、埼玉A校は 2011(平成 23)年度入学生までヘルパー 2級の資格取得のための学習を実

施していた。各学校の資格取得の取り組みの特徴は、①ヘノレバーの資格を取得できても、

就労後にへノレバーとしての業務を単独で行うことは困難であると認識していること(埼玉

A校、岡山A校)、②生徒が目的意識を持つための具体目標として位置づけていること(北

海道B校)、③福祉の根幹を学ぶ効果的な手段であると捉えていること(秋田A校)、④補

助業務においてはヘルパーとしての知識や技術が役に立っと考えていること(岡山A校)

である。①について、埼玉A校では、資格を取得していなくとも介護周辺業務という形態

で就労するケースがあることから、資格取得を廃止したが、介護の知識の学習は引き続き

実施している。また、②③からは、資格取得を、福祉科の学習に見通しを持たせるために
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目標として活用する場合と、介護技術やコミュニケーションの取り方を学習する手段とし

て活用する場合とがあることがわかる。さらに、④では学習の結果として資格取得に至ら

なくとも、ヘルパーになるために学習した内容は就労先で活用可能と判断されている。千

葉A校もこの点では、ホームへルパー 3級のテキストを使って学習しており、同様である。

(3)進路先の実態

進路先の実態の特徴では、①2008(平成 20)年前後から、介護福祉関連に就労している

こと(神奈川A校)、②介護福祉関連への就労者数が、年間 10人未満で多いとはいえない

が、継続して就労していること(全6校)、③資格が取得できる学校とできない学校で就職

者数に特に差はないこと(全6校)、等があげられる。①からは、学習指導要領改訂前より、

介護福祉関連への就労に向けた取り組みの存在が推測できる。②では、全校生徒数に占め

る保健医療・社会福祉の職業への就労者数は、 10人を超える場合もある(千葉A校)。し

かし、学科やコースに占める介護福祉関連の就労率は、多い場合でも 50%弱であり(北海

道B校)、増減の変化も小さいことがわかる。③からは、資格の有無に関わらず、介護福祉

関連への就労を開拓・充実させることが課題といえる。

(4)福祉科導入後の成果と標題

まず、福祉科導入後の主な成果は、①福祉関係以外の就労先でも重要となるコミュニケ

ーション能力の向上が見られたこと(北海道B校、神奈川A校)、②自己と向き合い、自己

理解が促されたこと(北海道B校、秋田A校)、③実習先の施設等での、障害に対する理解

が深まったこと(岡山A校)の三つに大別できる。①について、北海道B校では、接客の

学習で臨機応変に対応するカをつけ、介護場面でもマニュアノレ通りではない自分なりの丁

寧なコミュニケーシヨンができるようなったという結果が示されている。また、神奈川A

校では、どの職業に就労するためにも必要な対人関係の育成を重視した結果、相手の顔を

見て話すことや、話す速さに留意する等のコミュニケーション能力の向上がみられている。

②について、北海道B校では、自己の良さや課題に気付くことは向上心を持って生きる力

につながるとしている。さらに、秋田A校において、「障害の理解」や「支援制度」の学習

は、障害のある生徒たちが「障害」という言葉に向き合う機会になると捉えている。③に

ついて、岡山A校では、実習先の指導者と学校が協力・連携し、実習を行っていくことで

意志疎通ができ、実習先での障害に対する理解が深まったという成果が得られている。

次に、福祉科導入後の主な課題は、①福祉科の教員や外部講師等の専門的な知識を有す

る人材の確保が必要であること(埼玉A校、神奈川A校)、②生徒の学習意欲や達成感を高

めること(北海道B校、千葉A校)、③進路先を変更する生徒への対応策が必要であること

(埼玉A校)、④入浴介助等の介護演習に必要な設備が整っていないこと(神奈川A校)、

⑤資格取得または進路をどのように開拓・充実させるのかということ(埼玉A校、秋田A

校)である。①について、埼玉A校では、外部講師の確保、神奈川A校では、職業教科を

専任とする実習指導員の確保等に困難を感じている。②について、北海道B校では、福祉

の学習を客観的に評価することは難しいが生徒が自己有用感を持つことができるような評
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価が必要であるとしている。また、千葉A校では、対人関係と労働意欲の減退を理由に離

職してしまう生徒がいることから、授業での達成感や対人関係の力を高めることが必要だ

としている。③について、埼玉A校の旧福祉コースでは、資格取得を実施していたために、

福祉科の学習時聞が多く、一般企業での就労を希望する生徒への対応ができないことが課

題となっていた。④について、神奈川A校では、大掛かりな設備が必要な演習は、実習先

での学習の機会を重視することで補っている。⑤について、埼玉A校では、資格を取得し

て働く場合に、職務上の責任が重くなることで転職する卒業生も存在し、また、秋田A校

では、生徒全員が資格を取得できたわけではないが、取得できなかった生徒については、

これまでの取り組みを認め、目標の達成状況を評価している。

4. まとめと今後の課題

福祉科の動向をまとめると、全国の特別支援学校(知的障害)高等部における福祉科の

現状と課題では、①福祉科の学習は学科やコースだけでなく、様々な形態で実践されてい

ること、②資格取得や介護技術またはコミュニケーシヨン能力の習得に学習内容の重点を

置いていること、③福祉科の学習を導入している学校は増加傾向にあるが、介護福祉サー

ピス業への就労に十分に結びついているとはいえないこと、④福祉科の学習を実践する上

では、進路開拓や条件整備の点で多くの課題が存在していること、等が明らかとなった。

今後の課題は、①福祉科の実践校の教員・生徒・学校設備等、教育現場の実態を継続し

てより詳細に把握していくこと、②福祉科の学習上の諸課題について、アンケート調査を

実施し、現場の課題とより良い解決方法を明らかとすること、③資格の取得率や就労後の

動向まで調査していくこと、④実際に実践校を訪問し、福祉科の学習の様子等について見

学・調査していくこと、等である。
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